
Youth  Manna
2025/1/27(月)

ルカ 7:36-50 
●パリサイ人シモンと、一人の女性が
登場する。イエスの足を涙で濡らし香
油を塗る女性をそのままにしておられ
た様子を見て、シモンはどう思った？ 

●ある金貸しのたとえを話したイエス
様は、シモンに何を気付かせたかった
のだろうか？ 

●自分が罪ある者で、イエス様が十字
架によってその罪を身代わりに負って
くださったことを、どれほど重く受け
止めているだろうか？自分が多く赦さ
れている者であることを思い巡らし、
信仰の応答として今日どのように歩む
か考えよう！

2025/1/28(火)
ルカ 8:1-15 

●イエス様は群衆にたとえで話された
後、弟子たちにその意味を解き明かさ
れた。私たちも聖書を通して「神の国
の奥義」を知ることが出来ることを感
謝して深く受け止めよう。 

●種は神のことば。蒔かれた地は人の
心。 
・悪魔はどんな働きをする？ 
・みことばを聞いても根がないとはど
んな状態のことを言うのだろう？ 
・実が熟するのを妨げるものはどんな
ものがあると書いてある？ 
・実を結ぶ人の特徴を調べてみよう。
自分はどんな態度と心でみことばに向
かい合うべきだろうか？また、宣教の
ために何を祈るべきだろう？

2025/1/29(水)
ルカ 8:16-25 

●16節～明かりのたとえから、自分
が神様の光を隠そうとしている部分が
ないか考えてみよう。また、神様の光
が自分の心を照らしている部分はどこ
だろうか。 

●イエス様の母と兄妹たちは、イエス
様を自分たちのところに留めようとし
たのだろうか。「神のことばを聞いて
行う」ことにおいて、私たちは本当に
神様を第一とできているだろうか？ 

●嵐を鎮められたイエス様は「あなた
がたの信仰はどこに」と弟子たちに言
われた。私たちの信仰を確認し、イエ
ス様に信頼して今日も出て行こう！

2025/1/30(木)
ルカ 8:26-39 

●イエス様は船で何人の地についたか
な？26節 
●イエス様が悪霊につかれた人を救った
のを見てその地の人々はどんな反応をし
たかな？37節 
●異邦人の地は異教社会で、イスラエル
のように神様を信じていなかったんだ。
だから、イエス様の行った悪霊からの救
いを信じることができず、出ていってほ
しいと願ったんだ。帰ろうとしたイエス
様は、イエス様が悪霊から救った男にイ
エス様がしたことを伝えるように言って
いるよ。イエス様はこの時からも異邦人
にみことばを伝えようとしていたんだ。
イエス様を知らない人にみことばを伝え
ることはみこころだよね。私たちも異教
社会にいるけれど神様の救いをまわりに
伝えていこう！

2025/1/31(金)
ルカ 8:40-56 

今日は会堂司ヤイロの娘のよみがえり
の記事から御声を聞いていこう！ 

●ヤイロの娘は何歳だった？ユース世
代だね！ 
●イエス様がヤイロの家に着いた時、
人々はイエスをあざわらった、って書
いてあるね53v。どうしてあざわらっ
たんだろう？ 
●「絶対無理だわ」って諦めてるこ
と、あるかい？イエス様は本当に諦め
るように言っているのかな？確かに願
っても思い通りにならないことはあ
る。でも人は、みこころを聞くより先
に自分で勝手に限界を作りやすいんじ
ゃないかな。思い通りになるより、み
こころが成ることを願って祈ろう。

2025/2/1(土)
ルカ 9:1-17 

　イエス様は弟子たちを呼んで、育て
て、宣教へと遣わされた。 
　イエス様が権威と力を授けてくださ
ったので、弟子たちは自分の力ややり
方ではなく、イエス様がされたみわざ
や、愛をそのまま伝えていくことがで
きたんだ。その影響は大きくて多くの
人がイエス様のところへ来たね。 
　人が増えたことで困ったことも起き
たけれど、それを通してもイエス様は
みわざを行い、弟子たちは共に関わる
中でその素晴らしさや愛を体験してい
ったんだ。イエス様は人々の救いのた
めに、私たちにも一緒にやりたいと思
ってくださっていることがあるよ！そ
れを受け取っていこう！

2025/2/2(日)
ルカ 9:18-36 

18節「さて、イエスが一人で祈っ
ておられるとき」 
28節「イエスはペテロとヨハネと
ヤコブを連れて、祈るために山に
登られた」 
　イエス様は弟子たちに何かを語
られるとき、まず祈ることから始
められていました。神のみこころ
を行うために、イエス様は祈るこ
とを日々大切にされていたんだ
ね。 
　私たちは毎日の生活を祈ること
から始めているでしょうか。私た
ちも同じように、神様のみこころ
を行う者として、今日一日を祈り
から始めよう。

彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わり
を持ち、パンを裂き、祈りをしていた。 
使徒の働き２章42節


